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• ただ今、ご紹介に預かりましたCFOの横山でございます。

• 本日15:00に東証適時開示情報および弊社ＨＰにて発表いたしました、第1四半期決算について、ご報告

申し上げます。

• お手元に「第1四半期決算短信（連結）」、「第1四半期決算 補足資料」、「第1四半期決算（参考資

料）」をご用意ください。

• それでは、主に「第1四半期決算（参考資料）」を使いまして、当期の業績について、お話ししますの

で、よろしくお願いいたします。

• それでは、1ページ目をご覧ください。
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• エグゼクティブサマリーになります。

• 第1四半期の連結業績は、増収、増益で着地しましたが、「調整後営業利益」は第1四半期、第2四半期

にまたがる費用の期ズレの影響で利益水準の高かった昨年第1四半期の「調整後営業利益」には及びま

せんでした。

• 国内・海外の詳しい業績コメントにつきましては、後程ご説明いたしますので割愛しますが、第1四半

期を総括いたしますと、各事業、多少のばらつきはあるものの、連結全体ベースでは5月に発表した事

業計画の達成に向けてほぼ計画通りの安心感のあるスタートを切ったと考えています。今後も更なる業

績の拡大を目指して参ります。

• スライド2をご覧ください。
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• 第1四半期の実績サマリーになります。

売上高は、前期比プラス36億円、3.1％の増収の1,190億円となりました。

営業利益ですが、前期比プラス3億円、4.3％の増益の71億円で着地しました。

当社が重要なKPIとしている本業で稼ぐ力を示した「調整後営業利益」は70億円となり、前期比マイナ

ス10億円、マイナス12.0％の減益となりました。

この減益の要因につきましては、この後の各事業の説明の中で明確にしていきます。

経常利益は、前期比プラス15億円、20.9％の増益の85億円、

親会社株主に帰属する四半期純利益は、前期比プラス28億円、92.0％の増益の58億円で着地しました。

• スライド3をご覧ください。
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• セグメント別売上実績の情報です。

国内売上は12億円増収の920億円、海外売上は24億円増収の271億円で着地しました。

国内は、日清食品、低温事業、菓子・飲料事業が増収となりました。

海外は、4地域とも増収となりました。為替のプラス影響が8億円でていますので、為替影響を除くと、

実質的には16億円の増収です。

• 続いて、セグメント別の売上増減要因をご説明します。スライド4をご覧ください。

• まず即席麺事業です。

• 日清食品は売上が520億円と前期比3億円の増収となりました。

昨年は、45周年を迎えたカップヌードルブランドで「世界400億食達成記念カップヌードル」、「カッ

プヌードルリッチ」などを発売し2桁近い増収でした。

また40周年のアニバーサリーイヤーだった「どん兵衛」ブランドは2桁以上の増収、同じく「日清焼そ

ばＵ.Ｆ.Ｏ」ブランドも1桁中盤の伸びだったため、今期はハードルの非常に高い第1四半期でしたが、

「カップヌードルナイス」の発売、ライスカテゴリーの強化などで、しっかりと前年をクリアすること

ができました。

• 明星食品は、97億円と2億円の減収となりました。昨年度以降、焼そば市場が縮小している影響を受け

、「一平ちゃん 夜店の焼そば」が減収が響いています。「チャルメラ」の袋については昨年度50周年

ということで売上を大きく伸ばしましたが、今期も引き続き好調を維持しています。
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• 次に低温事業です。

チルド事業はチルドめん市場の縮小が継続していますが、高単価商品が堅調なことと、業務用の売上が
堅調だったことを受けて増収となりました。冷凍事業は引き続き、パスタ、ラーメンがけん引し大きく
増収しました。その結果、このセグメントの売上は158億円と9億の増収となりました。

• 菓子・飲料事業です

日清シスコでは、シリアル事業、菓子事業ともに好調で増収でした。

日清ヨークは２大ブランドであるピルクル、十勝のむヨーグルトは引き続き好調を維持していますが、
一部CVSのチルド飲料棚の縮小の影響で微減収となりました。また、ぼんちは微増収で着地しています。
ぼんちは今期から決算期を４月-３月に変更していますので、昨年は１-３月の実績に対し、今期は４-６
月に実績になります。このセグメントの売上は134億円で2億の増収となりました。

• 海外事業です

• 米州地域は、為替のプラス影響8億円を差し引くと実質3億円増収の140億円でした。米国は昨年リニュー
アルしたカップヌードルが引き続き好調でカップヌードルブランドは2ケタ増となりました。

一方、ブラジルはGDP復調の兆しは見えているものの、消費経済は引き続き厳しい状況で、主力の袋麺が
売上を落とし減収となりました。カップヌードルについては大都市の量販店を中心にインストアシェア
が徐々に高まっています。メキシコは価格改定効果により1桁中盤の増収で着地しました。

• 中国地域は、為替影響は軽微で、実質的にも11億増収の95億円で着地しました。香港ではMCMS社（卸売
業）の連結が大きく約2割増、大陸はカップヌードルのエリア拡大効果により4％増収で着地しています
。

• アジア地域は、為替影響は軽微で、実質的には微増収の23億円で着地しました。インドネシアでは袋麺
「Gekikara」､「Mikuya」等が売上を伸ばし、大きく増収となりました。一方、インドでは7月1日施行の
新税制改革の影響で小売り・卸での買い控えが発生し減収となりました。

• EMEA地域は為替影響がマイナス1億円発生しており、実質的には2億円増収の13億円で着地しました。欧
州地域は、「Soba」ブランドが引き続き順調で、またプレミアフーズ社の「Super Noodles Pot」のOEM
を受託し増収。トルコでは、即席ラーメン市場が広がる中、ラーメンの新製品の導入もあり増収で着地
しました。
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• 続きまして、セグメント別の営業利益情報です。スライド5をご覧ください。

• 国内は、8億円減益の77億円で着地しました。

• 海外は、3億円減益の10億円で着地しました。為替影響がプラス1億円弱ありましたので、実質的には3

億円強の減益となりました。

• そこに、年金・のれん・グループ間調整費など、調整額のマイナス15億円を合計した71億円が、当第1

四半期の営業利益となりました。

• 続いて、セグメント別の営業利益の増減要因をご説明します。スライド6をご覧ください。

• まずは国内から説明します。

• 日清食品は、増収効果と主に原材料安による原価率の減少がプラスに働きましたが、昨年の震災の影響

の反動で拡販比率が増加した事､減価償却費の増加､宣伝費・一般管理費の期ズレの影響で、6億円減益

の56億円で着地しました。期ズレの影響は次の第2四半期で調整されるので、第2四半期の費用は前年に

比べると軽くなります。従いまして、第1四半期だけで評価することなく上半期全体で評価頂きたいと

思います。

• 明星食品は、減収ではありましたが、特に生産部門での効率化の効果で2億増益の6億円で着地しました

。

• 低温事業は、チルドは増収となったものの、ERP導入によるコスト増で微減益、

• 冷凍は増収効果と原価率低減による増益効果が拡促費・一般管理費の増加を上回り微増益となりました

。



• この結果、このセグメントの営業利益は前年を少し上回る6億円で着地しました。
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• 菓子・飲料事業は、日清シスコが増収効果により増益となりましたが、日清ヨークの関東新工場の償却

費増で、ぼんちが前期の一時的要因による利益増の反動で減益となったことから、このセグメントの営

業利益は2億減益の8億円で着地しました。なお、日清ヨークの関東工場は昨年7月から稼働を始めてい

ますので、工場稼働による償却費増の影響はこの第1四半期までとなります。

• 国内その他については、ERP導入会社の拡大による費用増、一般管理費の費用増もあり、2億円減益の0

億円で着地しております。

• 続いて海外です。

• 米州事業の営業利益は、為替影響により1億円弱の増益効果がありましたが、わずかに前年利益を下回

り6億円の着地となりました。米国は新カップヌードルの売上拡大により増益、メキシコは新ブランド

のテスト販売費用の計上で減益、ブラジルは昨年対比積極的な販促活動により費用が増加し減益となっ

ていますが、全体的にほぼ事業計画通りの結果となっています。

• 中国地域の営業利益は、1億円減益の6億円の着地となりました。為替の影響はほとんどありませんでし

た。大陸では増収効果もありましたが、浙江工場の稼働による償却費増と製販調整の関係で在庫処分を

行った影響で減益となりました。香港は袋めんラインの稼働が始まり減価償却費が増えた為、減益とな

っておりますが、これらは全て事業計画に織り込み済みです。

• アジア地域の営業利益は、1億円の赤字拡大となりました。為替の影響はほとんどありません。インド

ネシアではまだまだ先行投資期間であり、まずは売上を優先するという戦略の下、積極的販促活動を実

施している為、赤字が拡大しています。

インドは税制改革の影響で消費が低迷し売上が前年を下回った事、カップヌードルの定着のために積極

的に広告宣伝を展開したことで赤字が拡大しましたが、一時的な要因と考えています。

• EMEA地域は、わずかな減益となりました。EMEA地域でも為替の影響は軽微でした。特に欧州地区は売上

が好調でしたが、ハンガリー新工場稼働に伴う初期費用増の影響により微減益となっています。
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• 続いて、営業利益の増減分析ですが、ここでは国内と海外に分けて解説いたします。

• 初めに国内の分析から説明いたします。

• 売上高変動については、売上が12億円増えたことで3億円の増益効果となりました。

• 原価率変動の影響は5億円の増益効果となりました。そのうち原材料安の影響は約4億円です。

• 拡促費比率の変動による影響は4億円の費用増となっています。うち半分くらいが、熊本地震の影響で昨

年拡販費を使わなくて済んだことの反動増です。他はほぼ製品ミックス、事業ミックスの影響です。

• 減価償却費は、定率法から定額法に変えたことにより、新規投資の償却費増がそのまま増加する為、設

備投資の増加がより反映する形になっています。

• 広告宣伝費は、3億円の費用増となっていますが、ほぼ日清食品の期ズレによる影響です。従いまして第

2四半期では、この分、負担が軽くなる予定です。

• 一般管理費は、3億円の費用増となっています。グループ各社一般管理費が若干ずつ上がっている影響に

加え、一部、費用の期ズレが影響しています。

• 続いて、海外についてご説明いたします。

• 売上高変動については、5億円の増益効果になりました。海外売上が24億円増収になった影響です。

• 原価率変動で4億円の費用増になっていますが、原価率の高い事業構造である卸売業の香港MCMS社の新規

連結の影響が大半を占めています。

• 拡促費比率の減少で3億円の費用減となっているのは、これも拡促費の発生しない事業構造である卸売業

の香港MCMS社の新規連結の影響です。

• 一般管理費の5億円の費用増は、ブラジルと中国の費用増が多くを占めています。
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• それでは、スライド8をご覧ください。営業外損益、特別損益についてご説明いたします。

• 営業外収益は16億円で、昨年に比べ3億円弱増加しました。これは持分法利益が2億円弱増えている影響

です。

• 営業外費用は2億円で、昨年に比べ9億円減っています。昨年は為替差損が発生していたものが今期はな

くなったためです。

• 特別利益は、6億円の利益となり、昨年に比べ5億円増加しました。これは昨年発生したブラジル火災の

保険を今期になり受け取った影響が多くを占めています。

• 特別損失は、2億円で、昨年に比べ3億円減少しています。昨年はブラジル火災の損失を5億円計上して

いる影響が主なものとなります。

• したがって、経常利益は85億円、税引き前利益が90億円、税金等を差し引いた結果、親会社株主に帰属

する四半期純利益は58億円で着地しております。
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• 最後に、冒頭にもお話した通り、第1四半期の調整後営業利益は一見減益にも見えますが、費用の期ズ

レの為で、上半期にそれらの要因は解消していきますので、ご安心ください。

• 5月に公表しました2017年度の事業計画達成に向けて、今後も着実に戦略を進めて参りますので、引き

続きよろしくお願い申し上げます。

• 以上で説明を終わります。
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